日本学生ハーフマラソン選手権大会正式結果　3月8日（日）立川

218位　1時間07分21秒　柱　　欽也（3年）　自己新・歴代新
222位　1時間07分23秒　三代川淳一（3年）　自己新・歴代新・関東IC標準突破
278位　1時間08分34秒　瀬川　陽平（2年）　自己新
286位　1時間08分45秒　小山田典洋（2年）　自己新
298位　1時間09分02秒　奥澤　　匠（1年）　自己新
309位　1時間09分15秒　時庭　　崇（1年）　自己新
333位　1時間09分51秒　金子　孔昭（1年）　自己新
376位　1時間11分25秒　石川　雄太（1年）　自己新
422位　1時間14分16秒　前　　一平（1年）　自己新
431位　1時間14分35秒　大塚　統彦（3年）　　　　　　※足痛のためペース走
441位　1時間14分57秒　関沼　雅大（1年）　自己新
475位　1時間16分48秒　槻澤　　翔（1年）　　　　　　※腰痛　
538位　1時間23分58秒　原田　　光（1年）　自己新

優勝　　1時間12分47秒　小西　政弘（コーチ）　　　　　※40代の部

＜コメント＞

絶好のコンディション（曇り無風）で、ほぼ全員が自己記録を更新しました。また、20キロの通過タイムでも大塚・槻澤以外は全員自己新記録を達成。上位10名の合計記録は箱根予選会を約7分上回っていた。大塚・槻澤がまともに走っていればあと10分は更新したであろう。冬季トレーニングの成果が早くも結果に反映された。おまけに三代川は関東インカレハーフマラソン標準記録突破を達成した。同ハーフマラソンは大塚・柱・三代川（いずれも3年）3名での出場となる。（昨年は大塚1名出あった。）石川・関沼・原田（いずれも1年）は初めて20キロ以上のレースで公認記録を達成した。今後はトラックシーズンに向け1500ｍ、5000ｍで関東インカレ標準記録突破を目指す。祝　小西コーチ優勝！！

・・・応援ありがとうございました。（敬称略）・・・

山根睦嘉（葵友会武蔵野支部）、織田良一（葵友会東京西支部）、伊藤乾司（葵走会）

三代川洋次（父母）、柱嘉一・奥様（父母）、※ポカリスエット差入れ頂きました。

佐倉春季合宿無事終了

　2月21日から25日まで千葉県佐倉市において開催された春季合宿が無事終了しました。今回の合宿は4月から入部予定の推薦入試合格者12名も参加し総勢50名を越える大所帯となりました。トラックシーズンを間近に控えた冬季トレーニングの総仕上げ練習で、大いに士気が高まりました。
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＜金哲彦アドバイザリーコーチミーティング内容＞

これだけの大人数の合宿はなかなか経験できない。合宿のメリットは普段出来ない練習を集中して出来る事。コミュニケーションが深まる事。デメリットは共同生活をする事によって人間関係で「間」が悪いとギクシャクする事。

合宿では、モチベーションの確認は当たり前。合宿でがんばるのは当たり前。どうがんばれば良いのか。メニューを消化するのは当たり前。トレーニングについて考えてみよう。どうしたらこのメニューをベストにこなせるか。同じ練習でも、ただやっただけの練習とイメージしてやった練習では大きな差がある。誰かと話し合ってみよう。これが集団生活のプラス面だ。「走る」⇒いかに速く走るか。どうやったら早く走れるか。いかに長く速いスピードで走れるか。何となくではなくそういうことを考えて欲しい。みんなで話し合って欲しい。

故障している人、故障には必ず原因がある。同じ失敗を繰り返さない事。同じ失敗はせいぜい2回まで、3回の同じ失敗は学習していない。

・・・差入れありがとうございます・・・

小竹央男（昭38）　　バナナ・みかん　　　廣田しのぶ（父母） 　バナナ他

金哲彦コーチ　　　　 キムチ等　　　　　　青木誠一コーチ　　 　寄付
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